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30 cm，20 cm，10 cmの順に棒が大きく振動する．建物は
それぞれ固有振動数を持っており，固有振動数は振動体
が自由に振動する時の長さ，質量，弾性などの物理的性
質で決まる．そのため，台の振動数と棒の固有振動数が
一致したとき，棒は大きく振動する．棒が同じ材質の場
合は，長さが短いほど固有振動数は大きくなるといえる．
また，実験Ⅱでは，一定の振動数で建物の模型を大き
く振動させた状態を保ったまま，屋上部分に重りをつけ
ると，模型の揺れが小さくなった．これは模型の固有振
動数が変化したためと考えられる．
4．結論
地震に強い建物を作るためには，地震発生時に建物に
対して圧縮と引張りの両方の力が加わる部分には，高強
度鉄筋コンクリートを使用することが有効である．また，
地震発生時に建物に加わる力を抑えるために，建物の固
有振動数を地震の振動数よりはるかに小さくすることに
より，建物の固有振動数と地震の振動数が一致しにくく
なり，建物の倒壊を防ぐことができる．また，建物に重
りを付けることにより，建物の固有振動数を変えること
ができ，建物が強く振動することを抑制することも有効
である．これは，新しい建物を作るときだけでなく，既
に建築された建物を地震に強くするためにも有効である
といえる．
地震大国である日本だけでなく世界中で，これらの技
術を活かし，より地震に強い建物を作るとともに，今あ
る建物を地震に強いものに変えていくことで，人命や財
産，生活活動や経済活動を守ることができる．
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